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　　Infiuence　of　background　color 　in　color 　seiectivity 　of　two　octopuses 　Octopus　vulgaris　and σ αθμ％α was 　studied

in　an 　experimental 　tank．　Black ，　red ，　orange ，　yellow，　green，　blue，　and 　white 　were 　used 　in　a　bright　environment ，　and

black，　yellow　and 　blue　were 　used 　in　a　dark　environment 　for　the　background　color 　of　the　tank．　Shelters　of　eight

diff
’
erent 　colors （black，　red ，　orange ，　yel玉ow ，　green ，　blue，　white ，　and 　transparent ）were 　put　in　the　tank　and 　the　loca−

tien　of 　the　octopus 　relative 　to　the　shelter 　was 　observed 　and 　recorded 　every 　30　minutes ．　lt　was 　found　that　both　spe −

cies 　chose 　the　black，　red 　and 　orange 　shelter 　more 　frequently　regardless 　of　background　color ，　though　there　were

some 　differences　in　the　results 　of　the　two　species ．　This　difference　was 　probably 　caused 　by　the　spectral 　sensitivity

of　the　species 　and 　it　was 　concluded 　that　both　octopuses 　prefer　the　dark 　color ．
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　 水産動物 に は，よ り視覚 に 依存 した行動を示す視覚的

動物 が 多 く，捕食や防御 な どの 社会行動 を埋 解す るた め

に は，視 覚 情 報 と解発 行 動 の 関 連性 に つ い て 知 る必 要 が

あ る。行動 を解発 す る視覚刺激 と して 色 に 着 目 した 研 究

は，水産動物 に限 らず，鳥類，爬虫類，両 生類，昆虫な

ど あ ら ゆ る 動 物で 行 わ れ て い る。L−IO〕 こ れ ら は い ず れ も

行 動実 験 に よ っ て 色 の 選択性 を調べ て い る 点で 共通 して

い るが，実 験 時 に 検 討 され た 解 発 行 動 の 種 類 は 多様で あ

り，選 択 さ れ た色 の 結 果 も多様 で あ る。

　前報 に よ り著者 ら は 色覚 を持 つ ス ズ キ Lateolabrαx

）
’
aPonieus を 用 い て 捕食行動 に お け る 色選 択 に つ い て 調

べ た と こ ろ，選択され る 捕食対象の 色は 背景色 に よ り変

化 し，各背景色 下 で よ り視認 しや す い 色 の 捕食対象が 選

択的 に捕食 され，視覚 情報 と して コ ン トラ ス トの 重 要 性

が 示 さ れ た 。10 色 覚 を 持 つ ニ ジ マ ス Oncorhrvnchas

mykiss を 使 っ た 摂餌実験 で も，同 様 な 結果 が 報告 さ れ

て い る 。

12〕

　本研 究で は，マ ダコ OctoPus　v” lgarisお よび そ の 近縁

種 で あ る ス ナ ダ コ O．aegina を供試個 体 に用 い ，タ コ が

隠 れ 場 と して 特定 の 色 を選択す るの か，選択す る 隠れ場

の 色は背景色の 違 い に よ っ て 変化 す る か を調 べ た。水 産

動物 の 色 選択行動 に つ い て の 基礎的知見を 得 る た め に

は，前報で 報告 した，捕食者の 立場 で の 色選択 とは異 な

っ た 立場 か らの 色 選 択 に つ い て も調 べ る必 要 が あ る と考

え られ る。こ れ ま で に タ コ 類の 視覚に つ い て は，網膜中

の 視 細 胞 が非 常 に 高密 度 で あ る こ と，13 ） こ れ まで の 研 究

か ら 明度の 差 を 認識 で き る こ とが わ か っ て い る。14’16）タ

コ は 水 産 動物の 中で も
一

般 に な じ み が深 く，一
年 を 通 し

て 入手 が 比 較的 容 易 で あ る こ と，隠 れ場 の 選択 行 動 を顕

著 に発現 す る動物 で ある こ とか ら ， 水産 動物 で 身 を隠す

際の 色 選 択 に つ い て検討す る た め に は 良い 素材で ある と

思わ れ，本 研 究で の供試個 体 と して使 用 した。

材料 お よ び方法

　供 試 個 体に は，鹿児島県出水 郡東町 の 沿岸で 篭漁具お

よび 潜水 に よっ て捕獲 した マ ダ コ 10個 体 （230〜785g）
お よ び ス ナ ダコ 14個体 （70〜160g ） を 用 い た。実験

は 同町の 鹿児島大学水産学部附属水産実験所で ，異な る

色 の 実 験 水 槽 に ，異 な る 色 の 隠 れ 場 8個 を配置 し て ，

そ の 色選択性 を調 べ る 水槽行動実験 を行 っ た 。 感 桿型 の
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視 細 胞 を 有 す る昆 虫 で は 脊 椎 勤 物 に 見 られ る Purkinje

shift と同 様 の 現 象 が 認 め ら れ，17・1s） 同 じ感 桿 型 の 視 細 胞

を 有す る 頭足類
19｝に も 見 ら れ る 可能 性 が あ る 。つ ま り

環境の 明 る さの 違い で ，波 長 の 認識 に 差 を 生 じ る 可 能性

が 考 え られ るた め，両種の ク コ とも，高照度 と低照度の

2 通 りの 環境下 で実験 を 行った 。

　同実験 所 の 屋 内 コ ン ク リート水槽 （440 × 740cm ，水

深 25cm ）内に，厚 さ 0．5　mm の カ ラ
ー

ポ リプロ ピ レ ン

板で 作製 した上 部解放 の 箱型の 実験水槽 （縦 98cm ，横

56cm ，高さ 62　cm ）を設置 し，実験水槽 の 色 （黒 赤，

橙，黄，緑，青，白） を本実験 に お け る背景色 とした。

実 験 水 槽 内に は，同 じ ポ リ プ ロ ピ レ ン 素 材 で 直 径 10

cm ，長 さ 15　cm の 8 色 （黒 ，赤，橙 ，黄，緑，青，白

お よび 透 明 ） の 円筒 を 隠 れ 場 と して 長 壁 際 に 各 色 1 個

ず つ ，片面 4 個 ず つ ，向 か い 合わ せ に 並べ て 配置 し た

（Fig．1）。な お 透 明 色の 隠れ 場 の み ，厚 さ 0，3　mm の 透

明硬質塩 化 ビ ニ
ー

ル 板 製 と し た。こ れ らの 材 料 の 光 反 射

ス ペ ク トル を 分光 光度計 （島津製 1乍所，UV −200S ） で

測 定 した 結果 を ERG （網 膜 電 図 ） に よ り得 ら れ た マ ダ

コ の 光受容感度特性
20〕

と と も に Fig．2 に示 した。測定

は 白素材を 基準 （100％） と した。透明素材は光を透過

して しま い ，光反射 スペ ク トル は測定 で きなか っ た。

　実験開始 の 前 日中に ，あ らか じめ屋 内水槽内の 篭 で 蓄

養 し た タ コ を 1個体 ず つ 各実 験 水 槽 に 収 容 し，供 試 個

体が どの 隠 れ 場 に 入 っ て い る か を 午前 9 時 よ り午後 6

時 ま で 30分 お き に 1 日 19 回，水 面 上 か ら 目視観察，

記録 した。上 記 の 観 察 記 録 方法 に よ り，1 個 体 が
一

つ の

隠 れ 場 に 居 続 け た 場 合は ，そ の 隠 れ 場 の 1 日 の 選択頻

度が 19 とな る。こ れ を 各背景色 とも 7個 体で 繰 り返 し

行 っ た。午前 9時 か ら午 後 6 時 ま で の 実 験 中 は，実 験

水槽 へ の 注水 とエ ア レー
シ ョ ン を 止 め た 。

　 こ の 記録に お い て，供 試 個 体 の 胴部 の 半分 以上 が 隠れ

場 の 中 に あ る場 合 を 隠 れ 場 内 と し，腕部の 大半が隠れ 場

内に あ っ て も，胴部の 半分以 Eが 外に あれば隠れ場外に

い る もの と し た。午後 6時の 実験終了後 に は供試個体

の 入 れ替 え を行い ，その 後，生 きた カ ニ を 給餌 し ， 翌 日

の 実験開始時ま で 実験水 槽に 馴 致 させ た 。 供 試 個 体の 入

れ 替 え に 際 して は，実験 後，　 部 の 個体は 他の 色の 実験

水 槽 に入 れ，他は，屋内水槽内の 篭 に蓄養して い た 実験

予 備 個 体 と入 れ 替 え た 。各色 の 隠れ 場の 配置 も実験ご と

に ラ ン ダム に 置き換 え た。

　実験期問 は ，マ ダ コ が 8〜9 月，ス ナ ダ コ が 5〜6 月

で あ っ た。実 験 期 間 中 の 実 験 水 槽水 温 は そ れ ぞ れ，マ ダ

コ で 25．7〜27，6℃，ス ナ ダコ で 17．9〜23．3℃ で あ っ た。

　 両種の タ コ に よ る 隠れ 場の 選択頻 度 に つ い て ，隠 れ 場

の 色の 違 い に よ っ て 選択頻度 に 有意 な差 が 見 られ る か 背

景色毎 に 分散分析法 を用 い て検 定 し，有 意 差 が 認 め ら れ

た もの に つ い て は さ らに Tukey −testに よ る多重比較 を

Experimenta　I　tank
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Fig．　L 　IIIustration　of　experimental 　setup ．
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Fig．2．　 Spectral　re且ectance 　of　the　material 　of　the　color

　 shelters 　and 　the　background 　 media ，　Values　 are 　ex ・

　 pressed　as 　percentages 　to　that　of　white ．　The 　dotted

　 line　shows 　the　spectral 　 sensitivity 　 of　 a 　vulgan
’
s

　 redrawn 　to　the　same 　scale 　frorn　data　in　Kropf，　Brown
　 and 　Hubbard．20

行い ，そ の 背景色下で ，どの 色の 隠れ場間で 有意差 が生

じ て い る の か を 調べ た 。

　高照度下 で の 実験　実 験 水 槽 の 素材 に は 7 色の ポ リ

プ ロ ピ レ ン 板 （黒 ，赤 ，橙 ，黄，緑，青，白）を用 い た。

マ ダ コ の 実 験 時 に は 自然 光 と 室内灯 （蛍光灯 36W × 8

本，点灯時間 ：午前 8時 30分〜午後 6 時 ） を 併用 し，

実験水槽 中心 部 の ，水 面 hの 照 度 （Minolta，　T −1M で

測 定）は，背景色 が 黒 で 2731x ，赤 で 2821x ，磴 で 285
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lx，黄 で 2971x ，緑 で 2881x ，青 で 2791x 白で，3291x

で あ っ た 。

　 ス ナ ダコ 実験時 に は ，実験室の 窓 と 入 り 凵 を 全開 に

し ，自然光 下 で 行 っ た 。実験期間中 の 正 午に お け る 各実

験 水 槽の 照度は，照明が 自然光の み で あ った た め 日 々 の

ば ら つ きが あ り，黒 で 70，6〜78．Olx．赤 で 20．3〜96．5

1x，燈 で 45，1〜1121x ，黄 で 178〜185　lx，緑 で 137〜

145　lx，青で 84，1〜90．7　lx，白で 92．8〜313　lxで あ・
） た。

　低照度下で の 実験　実験室の 窓 と入 り口 を暗幕で 覆 っ

て 自然光 を 遮断 し，暗幕 で 部分的 に 覆 っ た蛍 光灯 （36
Wx4 本 ） の 光 が壁 で反 射 して，間 接 的 に実 験 水 槽 を照

射 す る よ う に した。照 射時間 は 午前 8 時 30 分〜午後 6

時 と し た。実験 に 用 い た 背景色 は，黒，黄，青の 3 色

と し た 。実験 水 槽内中央 水 面 の 照 度は ，背景色 が 黒 で

2．41x，黄 で 2．91x，青 で 2．51x で あ 一
） た 。

結 果

　マ ダコ ，ス ナ ダ コ と も，隠 れ 場 の 外 にい る個体は高照

度下 で は 動 き 回 っ て い る か，腕 を 反 らせ て 自分 の 胴部を

覆 い 隠す よ うに して 実験水槽の 隅で 静止 して い た 。低照

度 下 で の 隠 れ場 の 外の 個体 は ぽ とん どの 場合 ， 腕を 広 げ

た状態 で静 止 して い た。隠 れ 場 の 中 にい る個 体は い ず れ

の タ コ も，高照 度下 で は腕で 胴部 を隠 す 上 うに して動 か

ず，低照度 ドで は これ と同様な 状態で あ るか，眼 球部 の

み 隠れ場 か ら突 き出した状態で じっ と して い る場 合が あ

っ た。

　マ ダコ と ス ナ ダ コ の 各 背景色 に お け る 異な る 色 の 隠れ

場 の 選択頻度 を Table　1 に 示 した。隠 れ 場の 色 毎の 選択

頻 度 合 計 に着 目 した場 合，マ ダ コ で は 高 照 度 下 で 最 も高

頻度 で 選択 され た 隠 れ 場 の 色 は 黒 で，赤，橙 が そ れ に 次

い で 高 か っ た 。低照度下で は 黒が 最 も高 く，次 い で橙 ，

Table 　1．　 Frequency 　of 　choice 　Qf　shelters 　by　twG 　species 　of　octopus ，σ τ膨 忽σ鑰 and 　O．αegina ，　under 　difi
’
erent 　cQlored 　backgrounds 　in

　 bright　 and 　dark　environments

Background
　 color

　 　 　 　 　 　 Black　　Red 　　Ora冂ge

Octopκs
抛 細 腐

（Bright）

BlackRedOrangeYenowGreenBhueWhite343

ワ臼
908

气り
　

36

　

31

Total

930485

弓
D

　

　

21142

Shelter　color

Yellow　 　Green　　Blue　 White
　 　 　 　 　 　 　 　 Outside　　 Row
　 　 　 　 　 　 　 Qf　shelter 　　　totalsTransp　　Total

0693072111

　
　

11

0090000 0
ワ臼
05913

　

　

　

　

　

　

1

209 　 　 132

（Dark）
BlackYeUowBlue

77 9

−

尸
D3

12

68047000010000 0002000

30

ρ
0

「
001

2902 Qμ
00

7833829053935655　 　　 133

100　　　 133

51　 　　 133

43　　 　 133

80　　 　 133
40　　　 133

7
ヱ．　

133

25 1 2

003

Tota1 39　　 2131 9

485 446 931

006 000 000 892441 8584121

3　　 　 6

　　　　　 〔Bright）
　 　 　 　 　 Black
　 　 　 　 　 Red

　 　 　 　 　 Orange

　 　 　 　 　 Yellow

　 　 　 　 　 Green

　 　 　 　 　 Blue

O．　aegina 　 　 White

7255303　

41

尸
D

　

−

393493R

）

3
　

3

　

1

0000D760　

　

梱
4

　

ワ凵
　

ワ臼

0 0 109 290

22782FDO2

　

1

133133133399

011110

）
ワ臼

　

　

　

　

　

　

1

30300556　

　

　

　

　

1
一
2

9200421

一
8

1

　

　

　

　

　

1
　

一
3

0500100 4^

191706

8698555 92426374735787

Total 135　 　 10696

（Dark）
BlackYellowBlue2141

　

　

1

56 25

3220 90

ρ
0

131 000 000 001

6 488 443

ユ33133133133133133133

000

931

000 4313
冖
D

∩
D

9980102 133133133

Total 27　　　2565 o 〔｝ 1 0 0 118 281 399
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Table　2．　Summary 　of 　one
−way 　ANOVA 　showing 　the　choice 　of　color 　of　shelter 　by　two　species 　of　octopus ，0．褶 廊 漉 and 　O．　aegina ，

　 　 under 　difi
’
erent 　colored 　backgrounds

　　　　　　　　　
Bac
器

und

　 s… ce

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Between 　samples

　　　　　　　　　 Black　　　 Withln　samples

O ・晦 　 　 　 ．．． ．．．
T °t・1

−＿…
vulgatdS 　　　　　　　　　　　　　　　Between　samples

　 　 　 　 　 　 　 　 　 YellOw Within　samples

Total

賢器 詳　 S・m ・fSqua・e・ Mean　S，… e・ FR ・ ・i・ FP ，。b

　 　 7　　　　　　　　　　323 ．6429 　　　　　　46．2347　　　　4．8913　　0．0003 ＊

　 48　　　　　　　　　453．7143 　　　　　　9．4524

　 昏5 　 　 777・3571

　 　7　　　　　　　　　　430．1250　　　　　　61．4464 　　　　8．0210　　0，0000’

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7，6607只り
π
04
「
つ

Red

Between 　sarnples

Within 　samples

Total
o ．aegiua 　　 　　　 　　

− ．．

　　　　　　　　　　　　　　　 Between　samples

　　　　　　　　　 Yellow　　　 Within 　samples

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Total

Samples： correspond 　to　the　data　from　thc　eight 　colored 　shelters　tested，
＊
　Signi丘cant 　at　O．05．

785　

4
尸
0

367，7143797
．8393201

．9824430
．5714632
．5536

28．8546　　　　3，2167　　0．0071＊

8．9702

785　

4
尸
0

364．9821670
．8571

1035，8393

52．1403　　　　3．7307 　　0．0027 ＊

13，9762

赤 の 隠 れ 場 が 高頻 度 で 選択 され た 。ス ナ ダコ の 場 合，高

照 度 下 に おい て は マ ダ コ の 結果 と同 じ く黒 に 対す る 選択

頻度 が 最 も高 く，赤，橙 が そ れ に 続 い た 。 低照度下 で

は，橙が 最 も高頻度で 選択 され，次 い で 黒 赤が 高か っ

た 。 隠れ 場の 内 と外 に い た 頻度を 比較す る と，そ れ らの

総数 は ，
マ ダ コ の 高照度下 で は 485 ：446 で あ り，低 照

度 ドで は 109 ： 290 で あ っ た 。 また，ス ナ ダコ で は 高照

度下 で 488 ： 443，低 照 度 ドで は 118 ： 281で あ ’
） た。

両 種 と も高照 度下に 比 べ ，低 照 度下 に お け る隠れ場 要 求

は 低か っ た。高照度下に お い て，隠れ 場色を 無視 して 背

景色の み に 着 目 した 場 合，タ コ が 隠 れ 場 内 に い た 頻 度 の

合計 は，マ ダ コ で 33− 93，ス ナ ダ コ で 50〜99 で あ っ

た が，い ず れ も近 い 波長の 背景色 同士 で 隠れ 場選択頻度

の 傾 向 が 似 通 っ て い る とは 言 え ず，結果は 背景色 毎に ラ

ン ダム で あ り，背景の 色 と隠れ 場要 求の 間に 関連性 は 見

ら れ な か っ た
。

　背景色別 に，各色 の 隠 れ 場 の 選 択 頻 度 を 分散 分析 法

（有意水rep・・O．05）で 比較 した と こ ろ，マ ダ コ で は，

高照度下 に お け る背景色が 黒 （F − 4．89＞ Fo、os　・・　2．21）

と黄 （F ＝8．02 ＞ Fo．05 − 2．21） で 有意差 が あ り， ス ナ ダ

コ で は，背景色 が赤 （F ＝3，22 ＞ Fo．05 − 2．21） と黄 （F
＝3．73 ＞ Fo．05 ＝2．21） の 場 合 に 有 意 差 が あ っ た （Table

2）。有意差 が 認 め ら れ た もの に つ い て は ，Tukey−test

（有意水gep＝O．05） に よ る 多重比 較 を 行 っ た （Table

3）。マ ダコ で は 黒 の 背景 色 下 で 隠 れ 場 黒 に 対 す る 選択

頻 度 が最 も高 く，赤 ，橙 ，黄 ，緑 ，青，白，透 明 との 間

の a 値 は そ れ ぞ れ，7．52，7．35，9．06，9．06，8．03，9．e6，

9，06 で qo．05 境界値 4，48 を 上 囘 り，有意差 が あ っ た。ま

た，黄 の 背景色 下 で も 隠れ 場黒 に 対 す る 選択頻度 は 最 も

高 く，赤，橙，黄 ， 緑，青，白，透明 との 間の q 値 は そ

れ そ れ 6．55
，
8．06，8．47，7．78，7．92，8．47，7．51 で q。、。5 境

界値 を上 回 り，黒 と黄 い ず れ の 背景 色 下 で も ， 黒 に 対す

る 選択頻度が 他の す べ て の 色に 対 して 有意 に高か っ た 。

ス ナ ダ コ で は ， 赤の 背景色下で 隠れ 場黒が 橙，黄，緑，

白，透 明 との 間で q 値が そ れ ぞ れ 5．30，5．05，5．17，5．30，
5．05，4，67 で，黒 に 対す る選択頻度が 有意に 高 く，背景

が 黄で は，黒が，赤，橙，緑，白，透 明 との 間で q 値が

そ れ ぞれ 5．16，5．26，5．46，5．56，5．56，4．56 で σoo5 境界 値

を 上 回 り，有意差が 認め ら れ た 。

考 察

　 本 実験 で は マ ダ コ ，ス ナ ダ コ の い ず れ も，背景色 に か

か わ ら ず，隠 れ場 の 色 と して 黒，赤，磴 を 求め る傾向が

示 さ れ た 。色覚 が な い と さ れ ，　1
’d−16丿 か つ 網膜感度 の ピ ー

ク波長が 475nm 付近 にあ る
21：1マ ダ コ の 眼 に は，赤 と橙

は濃 い 灰色に 見え る はず で ある。ス ナ ダ コ は 色覚を 持 つ

可能性が 指摘 され て い る が，22　 般 に タ コ 類 は長波長 の

光 に 対 して 感度が 低 い 21・23，2411
こ とか ら ， ス ナ ダコ が仮 に

色覚を 持 っ て い た と して も，赤 と橙 は そ れ ぞ れ 暗い 褐色

お よび褐色に 見 え る と考え ら れ る。す な わ ち，両種 の タ

コ は い ず れ の 背景色 に お い て も，黒あ るい は 黒 っ ぼ く見

え る 隠れ場 を 高頻度 で 選択 し た も の で ，隠 れ場 と 背景 と

の コ ン トラ ス トよ り も隠 れ場 そ の もの の 暗さ を重 要な 視

覚情報 と して選 択 して い る と考 え られ る。

　隠れ 場選択行動 に お い て マ ダ コ と ス ナ ダ コ で 明 らか に

異 な る 実験結果 も得 られ た。ス ナ ダ コ に お い て ，高照 度

下 の 赤 お よび黄 の 背景 色 下 で ，黒い 隠れ 場に 対す る選択

頻 度 が 有意 に 高か っ た 。 そ の 中 で 黒の 隠れ 場 との 間に 唯
一

有意差が 見 ら れ な か っ た の が ，そ れ ぞ れ背景 と同 色 で

ある 赤 と黄 の 隠れ場 で あ っ た。また ，橙 の 背景色下 で も
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Table　3．　 Summary 　of　the　Tukey・test　analysis 　showing 　the　choice 　of　color 　of 　shelter 　by　two　species 　of　octopus ，（λvulgaris 　and 　O．　ae・

　 頬躍α，under 　different　colored 　backgrounds

・・・・…
劭

辮
nd

脚 糖
一
B蔭ξk

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7．6　　　Black

OctoPusvulgaris

Black

1，3　 　 Red

1．4　　　　0range
O，O　 　 YellQW

O，O　　 　 Green

O，9　　 Blue

O．0　　　　圦「hite

O，O　　 Transp．

Red6 ／ERke
．識轢 乱論 幅 T ，ans 、

7．52＊　　　7．35＊　　　 9．06＊ 　　　9．06＊ 　　　8．03 ＊　　　9．06＊

　　　7．51 ＊

Yellow

8、9　　　Black

2．O　 　 Red

O．4　　　　0range
O．O　 　 Yellow

O．7　　　Green

O，6　　 Blue

O，O　 　 White

1．O　　 Transp

6，55＊　　　8．06 ＊　　　 8．47＊　　　7．78＊

　　　7．92 ＊

　　　8．47 ＊

　　　7．51＊

Red

6．O　　　 BIack

1，3　　 Red

O．0 　 0range

O．3　　 Yellow

O．1　　　Green
O，Q　 　 BIue

O．3　 　 White

O，7　　 Transp

5．30 ＊
　　　 5．05 ＊

　　　5ユ7＊
　　　5．30 ＊

　　　5．05 ＊
　　　4．67＊

0．α θ劇雁

Yellow

7．9　　　Black

O．6　 　 Red

O．4 　 0range
2．6　 　 Yellow

O．1　　　Green

O．O　 　 BIue

O．O　 　 White

O．O　　 Transp

5．16＊
　　　 5．26 ＊ 5，46＊

　　　 5，56＊
　　　 5．56 ＊

　　　 4，56＊

＊ Significant　g　vulues 　at 　O．05，　where 　go．05 ＝4．48、

最 も高頻 度 で 選 択 さ れ たの は 同 じ橙 の 隠 れ 場 で あ っ た。

背 景 と同 色 で あ る とい う こ とは 即 ち その 色 環 境 ドで 最 も

目立 た な い 色 とい う こ とで あ る。し か し，す べ て の 背景

色 ドで 同 様な 傾向 が 見 ら れ た と は 言 え ず，隠 れ 場選択

に ， 背景 との コ ン トラ ス トの 影響 は 否定 さ れ る 。 赤，

黄 ，橙 の う ち，赤 と橙 に つ い て は 最初 に 述べ た よ う に，

単 に暗 い 色 を選択 した とい うこ とで説 明が 卩∫能で あ る。

黄色の 隠れ 場 に 対 す る マ ダ コ の 含計選択頻度は 9 と低

く，同 じ 黄色 の 背景色 下で は 0 で あ り，そ れ ぞ れ 56 と

18 とい う ス ナ ダ コ で の 結 果 とは 大 き く異 な っ た。

　 h の結果の 解釈 とし て，網膜の 光受容感度の違 い の 可

能性 が考 え られる。そこ で ，素材 が反射す る 光の うち タ

コ の 眼が 実際 に 受容した光 エ ネル ギ ー
量 （Table　4） か

ら説 明 を 試 み た。実 験 時 の 照 明 に は 自然 光 お よび 白色 蛍

光 灯を 使用 した の で，実験 環境光 の 分 光特性 は フ ラ ッ ト

で あ っ た と み な した。各素材 か らの 光受容エ ネ ル ギ
ー

量

は ，430 〜650nm の 帯域 に お け る 光 反 射 ス ペ ク トル 曲

線 （Table　2） を 5nm 毎 に 数値 化 し，同様 に 数 値化 し

た マ ダコ の 網 膜感度 曲 線 （Table　2）の 値 と の 積 の 積分

値 を 求 め ，白か ら の 受容量 を 1 と し た 相対値 で 表 し

た 。こ の 結果，マ ダ コ 網膜は黒 お よび 赤素材
．
か らは ほ と

ん ど光 を受容 して い な い こ とが分 か る （Table　4）。 そ の

後，受 容量 が低 い 順 に橙 ，黄 と続 くが，黄 は 青 と比 較 し

て も決 して低 い とは い え な い。この こ とは，黒，赤，澄

を 高頻度で 選択 し，黄 に 対 す る 選択頻度が 低か っ た マ ダ

コ の 結果 と一致す る。黄色素材 の 光反射 スペ ク トル 曲線
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Table 　4．　Relative（to　white ）values 　of　total　energy 　per−

　 　 ceived 　by　O．跏   α廊 from　colored 　 materials

黼 晝
「 Bl・・k　R ・d ・・ang ・ Y ・11・w 　G ・een 　Bl・・ Wh …

　 　 　 0，05　 0，08　　0．12　　　0．23　　 0．52　　0．29　　1，0G

Digitized　values 　of　spectral 　sensitivity 　of 　octopus 　and 　refiectance 【｝f

each 　material 　was 　integra亡ed 　for　every 　5　nm 　from　430　nm 　and 　650
nm ．　Integral　values 　were 亡reated 　as 　the　tota且perceived 　energy 　from
each 　material 　and 　expressed 　relative 　to　white ．

を 見る と，550nm か ら 500　nm に か け て 光 の 反 射 率 は

急激 に 低 くな る （Fig．2）。ス ナ ダ コ 網膜 の 光受容感 度

の 帯 域 が マ ダ コ よ り狭い か 短 波 長寄 りに あ る と 仮定 す れ

ば，黄 色 素材か ら受容 され る光 エ ネル ギーは ご く僅か な

もの に な るた め，黄 色 の 隠 れ 場 は か な り暗 く見え た は ず

で あ る。

　特異的に 背景 と同 色の 色を 隠れ 場 と して選択 した ス ナ

ダ コ の 隠れ場選択行動は，あた か も光の 波長を弁別 した

上 で の 色選択行動 の よ うに 見え る もの の ，た とえ ス ナ ダ

コ が 光 の 波長 を弁別 で きな くて も，上 述 した よ うに ，網

膜 の 光 受 容 感度 の 帯 域 の 違 い で 説 明 が 可 能で あ る。つ ま

り，ス ナ ダコ は マ ダ コ と同様，ス ナ ダコ に と っ て の 暗い

色を 選択 して い た 可 能性 が あ る と考 え られ る。

　前報 で 報告 し た 捕食行動 に よ る 擬餌選択 で は 背景 と の

コ ン トラ ス トの 大 きさ が 最 も重要 な選択要因で あ り，背

景 色 が 異 な る と選択 さ れ る捕食対 象の 色 も異 な っ た が，

今回 の 隠れ場 の 選択行動を 検討 した結果で は ， 背景 との

コ ン トラ ス トは 関 係 な く，常 に動 物 の 眼 に と っ て ほ とん

ど受容さ れ な い 色の 隠れ場 が選択 さ れ た。視覚情報 と し

て 常 に 受容されに くい 色の場所 に 身を隠 し，摂餌 の際 に

その 色環境下 で 最 も視認しやす い 餌に 高い 反応を示 す こ

とは 至極 自然 な こ と とい え よ う。
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